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石原　文知
江本　明生

　拝啓、時下ますますご清祥のことと、お慶
び申し上げます。
　新型コロナウイルスが緩和され本年も昨年
同様に６月２９日、第４９回総会・懇親会を
JR九州ステーションホテル小倉で開催する事
ができました。
　しかし第２号議案「令和５年度会計収支決
算」第５号議案「令和６年度一般会計予算
（案）」において質疑のなかで提案内容の不
備を指摘され、改めて再提案を行い承認を得
るようにと総会議長の判断で第４９回総会を
閉じました。
　その後、訂正資料作成に着手しましたが分
からない事があり直ぐに、私の判断で前事務
局長に応援の依頼をお願い致しました。
　ご多忙の中、前事務局長のご協力により８
月２４日の幹事会に「訂正資料」を提案し承
認を頂く事ができました。この幹事会には監
事に会議に出席して頂き監査も兼ねて行い、
承認を頂くことができました。８月２６日付
けで郵送（第４９回総会における「財政関係
議案」の訂正及び承認のお願い）と称して総
会出席者４７名に送付させて頂きました。返
信を９月１０日までとし承認が２８通、不承
認が１通で出席した本部役員が１７名で承認
が４５名となりました。総会議長にこの結果
を報告し、承認を頂き総会出席者にも承認の報告を郵送しております。以上をもって未承認であった第２号議案、第５号議
案の承認を頂くことが出来ました。
　その後、９月１４日に臨時評議員会を開催し承認事項を報告させて頂きました。
　皆様にご迷惑をおかけしたことを深くお詫び申し上げます。
　来年、令和７年６月２８日に第５０回総会・懇親会を大分県支部主催で湯の町、別府市で開催致します。
　大会が成功出来ますように皆様のご協力をお願い致します。
　又、創立５０周年記念事業を推進する「実行委員会」を結成する事が第２回幹事会で承認されました。来年は「同窓会」
美夜古会の節目の年、５０年です。皆様のご協力宜しくお願い致します。
　最後になりますが、同窓会「美夜古会」会員皆様のご健勝と、ご多幸を祈念申し上げます。

　西日本工業大学「同窓会」美夜古会　会長　江本　明生（C-47）

第49回美夜古会総会　会長挨拶及び第50回総会のご案内
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　5階「飛翔の間A」において17時より47名（委任状681名）の
出席で高司副会長の司会進行で開会しました。冒頭の江本会
長の挨拶では、第49回総会・懇親会が通常の形で開催できる
ことやこれまでの各支部及び会員の協力に対しお礼が述べら
れました。
　その後、総会議長に坂本茂三氏（S46年土木工学科入学）
が選出され、続いて事務局より令和5年度の活動報告・決算
及び監査報告や令和6年度の活動計画案・収支予算案、幹事
役員・評議員（案）の議案報告を説明しましたが、第2号議案
「令和5年度会計収支決算書」第5号議案「令和6年度一般会
計予算」に提案内容の不備を指摘され改めて再提案を行い承
認を得るようにと総会議長の判断で第49回総会を閉じました。その後「飛翔の間BCD」において懇親会を開催しました。
　懇親会は19時から会場を「飛翔の間BCD」に移し、来賓や会員、準会員を含め123名の出席で開催しました。
　恒例の学歌斉唱後、江本会長や来賓の鶴田学長より挨拶をいただき、福岡支部の竹中支部長の乾杯の発声で楽しい宴が始まりま
した。開会後のアトラクションは準会員による軽快なダンスが披露されました。また、古稀を迎えた会員4名（S48年入学）へ記念品
の贈呈が行われました。
　懇親会では各テーブルで学友との再会を喜び学生時代の思い出に笑顔の花が一杯咲き、楽しい時間があっという間に過ぎました。
最後は、山下副会長の万歳三唱で終了しました。今回出席された来賓や会員及び準会員の皆様、ありがとうございました。今後とも母
校と美夜古会の発展のために一層の努力を重ねてまいりますので、ご支援とご協力をお願い申し上げます。

第49回総会＆懇親会を6月29日（土）、北九州市小倉北区「JR九州ステーションホテル小倉」で開催しました。

「美夜古会」第 49 回総会・懇親会を開催
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古希祝い

「第49回総会」後の懇親会で、昭和48年入学会員の方に江本会長より
「古希祝い」の記念品が贈呈されました。

ホームページに写真を多数掲載していますので、ぜひアクセスしてご覧下さい。https://www.nishitech.ac.jp/~miyako/



第56号（4）	 美夜古会　同窓会報	 令和6年10月20日発行 

■各支部近況報告■　　

広島支部
　美夜古会会員の皆様いかがお過ごしでしょうか。
　今年は例年になく猛暑が続き、お身体等お変わりございませんか。
　さて、広島支部におきましては今回、3地区（安芸・備後・備北）合同で開催しています懇親会の報
告をします。
　去る、７月２８日（日）に庄原市の「楽笑座」という市の交流施設を貸し切り、参加者は広島県出身
で大阪在住の同窓生や、島根県内、地元広島県内からも多く参加され総勢１７名で一日楽しく過ご
して頂きました。余興では地元ミュージシャンを呼ぶなど同窓生の家族や親子で歌い、和気あいあ
いと開催することが出来ました。来年度は備後地区での合同懇親会を計画しています。
　こうした計画をして頂きます同窓会諸先輩方々のご尽力、ご協力に対し、この紙面をお借りし深く
感謝申し上げます。今後もこうした支部活動があらゆる年代層で定着していくことを願っています。
　広島も野球ではカープ、サッカーではサンフレッチェ、バスケットではドラゴンフライズとお越しの
際は観戦頂き、美夜古会会員の親睦を図ってもらえばと思います。
　まだまだ暑い日が続きますが、お身体ご自愛ください。

支部長  前重 昌敬   （C-52）

京築支部
　美夜古会会員の皆さま、いかがお過ごしでしょうか。
　さて、京築支部では、支部総会および懇親会を6月８日（土曜日）に行橋市の
リコフェスタで行いました。総会では出口謙一先輩（C-57）が新しい支部長に
承認されました、また、新しい幹事も承認されました。坂本前支部長（C-46）
におかれましては、長きにわたり、支部の発展にご尽力いただきましてありが
とうございます。これからも、支部および本部の協力や応援などよろしくお願
いいたします。今後は、出口新支部長を中心に新体制で京築支部を盛り上げて
いきたいと思います。
　11月上旬の大学祭には、毎年恒例のもつ鍋販売を行う予定にしております。
前日に準備、当日の販売等、お手伝い頂けたら嬉しく思います。皆さんのご参
加よろしくお願いいたします。

副支部長  山下 鉄平   （C-H7）

沖縄県支部
美夜古会会員の皆様、いかがお過ごしでしょうか。
平成 30 年度より沖縄県支部事務局長をさせてもらっています翁長良秀と申します。
沖縄県支部も他県支部と同様に令和２年度３年度はコロナの影響により支部総会や毎月定例

の役員会議は中止となり活動が出来ない状態でした。支部恒例の新入生歓迎会だけは感染対策
や人数制限を設け開催し続けさせて頂いておりましたが、令和４年度からは総会や役員会議も少
しずつ再開し江本会長や西工大の塩塚様のご協力もあり参加者数も徐々に取り戻しながら OB の
方々だけではなく在校生や新入生の子たちとも交流し親交を深めていけるようになりました。

去年、現役の沖縄県人会からコロナの後、エイサー活動が出来なかったことによる収入・資
金不足や太鼓などの道具の故障や買い替えが出来ず不足で立ち行かなくなってしまい援助の要
請がありました。沖縄県支部会費からの援助を検討しておりましたが、そこまでの資金が用意で
きそうにもなかったので支部総会の際に寄付を募ったところ 12 万円も集まり、どうにか彼らに小
太鼓 2 個・大太鼓 2 個・三味線ケース・マイクスタンドを寄付することができ、OB の方々の沖
縄県人会並びに西工大への愛を深く感じさせられました。

先輩方から引き継いだ支部活動を絶やさぬように若手の参加を積極的に促しつつ更なる発展を目指して頑張っていきたいと思います。

事務局長 翁長 良秀  （E-H6）

北九州支部
今年度の支部総会開催に当たり、所在が明らかな会員約 1,900

名への案内をお送りしましたが、92 名の返信と 44 名の宛先不
明者の状況でした。

支部の課題は、魅力ある支部活動を通じ、会員の参加を拡大
する事ですが、毎年苦戦しております。特に、新卒者の就職先
などに伴う、住所変更等の情報不足による宛先不明者が毎年発
生しております。今回の支部総会では、支部幹事に新たに 2 名
が承認されるなど少しずつではありますが、支部の若返りを推
進しております。

今年度もバスツアーやボウリング大会等の計画をしておりま
すが、魅力あるイベント等の検討を行いたいと思っております。

支部長  大迫 幸夫    （A-47）
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高知県支部
　美夜古会会員の皆様、お元気でお過ごしでしょうか。お久しぶりでございます。今はもう少しで夏休みが終
わる頃、小学生が作文の宿題に追われるようにこの原稿を書いております。追い詰められないと力が出な
い性格は子供の時から変わっておりません。
　さて、土佐の高知といえば酒飲みの県と言われ、毎年春に高知市内で開催される「土佐のおきゃく」という
イベントでは商店街のアーケードに畳を敷き、こたつを置いて観光客も入り宴会をするし、わたしの前職場

「ひろめ市場」では日曜、平日問わず朝からビールジョッキで乾杯。朝9時から夜11時まで酒宴をする。そん
な土地柄の同窓会は、5月25日に初めて江本会長をお迎えしてのほぼ5年ぶりの総会、懇親会を開催致し
ました。二次会はもちろん「ひろめ市場」で閉館まで！
　そんな支部の懇親会の集合写真は乾杯の写真しかありません。久しぶりの会で盛り上がり、その会の中、
地元で工務店を経営している卒業生が、高知に戻りたい後輩の卒業生を雇用したいという話が出て、実現すればこれは素晴らしい同窓会のつながりで、先輩は
後輩の世話をいとわず、後輩は先輩に世話になる。同期はとことん助け合う。知らぬ土地から集まり本学で共に学び楽しく過ごした学生時代に培ってきたものは
それかと思いました。本部総会の翌日、日曜日でしたが、半年前から計画してくれて軟式庭球部の同期生5人、私の卒業以来４３年ぶりに再会でき、本学のコート
で当時と同じ景色で変わり果てた今の姿（笑）を映すと懐かしく、うれしく、遠く過ぎた学生時代を思い、日々の色々なつらさが少し和らいだ様な気がしました。
　コロナ禍と私自身の病気のせいもあり、ここ数年支部活動が下火になっております。申し訳ありません。何とか再点火して、同窓会の意義、あり方を思い直し、若
い同窓会員とオヤジ会員が気楽に交流できる活動を目指し引き継ぎたいと思っておりますが、どなたかお知恵を拝借願います。
　来年の第50回総会は「別府」でと聞き、高知県支部の有志は心躍らせております。みなさん別府でお逢いしましょう。

支部長  大西 正範    （A-51）

大阪支部
6 月15 日　大阪支部総会、懇親会を実施しましたのでご報告します。

本部より岡副会長が参加され、10 人で開催しました。

R5 年度報告及び R ６年度の案を協議しました。

参加者の賛同を受け、無事総会は終了しました。

総会後は、懇親会で今後の計画及び会員の新規増員について検討しました。

支部長  牧野 正行    （E-52） 

福岡支部
　西日本工業大学 同窓会 「美夜古会」会員の皆様におかれましては、多方面に渡りご活躍
されておられる事と存じます。
　2020年から長期にわたるコロナ禍から、2023年5月に感染法上5類に移行し1年が経ち、
ようやく色々なイベントが復活し日常を取り戻してきています。
　福岡支部においては「新たな人と人との繋がり」を重視して、2023年には福岡支部の新
しい会員様との交流と、部活動の繋がりから学生さんとの交流も深めながら発展を目指し
ております。
　支部の現状は、支部発足当初の先輩方から次の世代へ引き継ぐため、支部長・事務局
長・会計・幹事と若返りを図っておりますが、20代〜30代の方々の参加者がいない状況が
続いております。
　福岡支部の会員の皆様は気軽に参加して頂ける環境が整っていますので、是非、福岡支部同窓会へご参加頂き、福岡支部の良さを感じてもらい、会員
の皆様との交流と繋がりを楽しみながら発展していきたいと思っております。
　是非、福岡支部同窓会へのご参加、お待ちしております！

支部長  竹中 伸幸    （A-63）

山口県支部
　このたび山口県支部長を任命されました平成元年建築学科入学

の藤田です。

　前回１０年前の山口県支部主催の美夜古会本部総会では、多く

の若い方に参加していただき盛り上がることができました。

　コロナなどで、以前よりも山口県支部総会の参加者が減少して

いますので、微力ながら盛り上げていきたいと思います。

支部長  藤田 隆則   （A-H1）
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鹿児島支部
世代を超えた交流
7 月 13 日（土）鹿児島支部総会・懇親会を熊襲亭で開催されました。大先輩から後輩

までそれぞれの大学生時代から現在までのさまざまな体験を共有していただき、世界観
が広がる感覚を覚えました。同じ大学を卒業しているという共通点は、それだけで親近感
が湧き、みなさまのご活躍を聞いていると、自分のことのようにワクワクしました。また、
緊張をしていた私を心温かく迎い入れてくださった先輩方のおかげで最後には自然体でい
られました。今度は自分がこの場で誰かに与える存在として貢献できるようになりたいと感
じ、日々挑戦し、自己研磨、自己成長に励む力が湧きました。最後となりましたが、西日
本工業大学同窓会・美夜古会関係者のみなさま、鹿児島支部のみなさまのおかげで、この
ような貴重な体験ができましたことを心より感謝申し上げます。

事務局長  池田 拡行    （E-H8）

愛媛支部
美夜古会会員の皆様、ますます御清栄のこととお慶び申し上げます。
愛媛支部は支部会が発足してはや 18 年になり、第 18 回愛媛支部定時総会をコロナ禍以前のように本部の

石原事務局長をはじめ総勢 8 名で 5 月 25 日に松山市にて開催し、旧交を温めることができました。遠方や御
多忙中での御参加、誠に感謝いたします。

愛媛支部のある愛媛県は、四国の北西部に位置し、県東部を「東予」、県中央部を「中予」、県南部を「南予」
といい、多島美を誇る瀬戸内海やリアス式海岸が続く宇和海、西日本最高峰の石鎚山など、豊かな自然に恵ま
れ、気候はおだやかで住みやすい地域と言えます。支部会員数は約 300 名弱で、東予地区の「大道」支部長
をはじめ、中予地区の「田口」副支部長を中心に活動をしております。

なお、総会出席者の年齢層が高くなり、年を追うごとに減少の一途をたどっております。昭和後半から平成に
かけての卒業生の発掘をしていかなければなりませんが、皆さん仕事にお忙しい年齢にさしかかっており、なか
なか難しい問題です。

色々な活動を通じて広く交流を深めて行き、魅力ある同窓会にしたいと思いますので愛媛に在住の方はもとよ
り、広く御参加をいただければと思います。特に南予地区ならびに若手の方の積極的な参加をお願いいたします。

最後に、美夜古会同窓生、各支部の皆様の御活躍、御健康を祈念いたしますとともに愛媛支部への御指導の
ほどを、よろしくお願い申し上げます。

支部長  大道 忠幸   （E-46）

美夜古会会員のみなさまへ。
いかがお過ごしでしょうか。
平素より美夜古会本部また、各支部の関係者の皆様には、当支部へのご支援、ご協力いただき感謝
いたします。
また、大分県支部会員の皆様のご協力に感謝いたします。
支部長となり、10年目となりました。
まだまだ、私の努力・経験不足もあり、支部活動が充実しておりません。
課題もたくさんありますが今後も支部活動が活発になるように引き続いて努力・改善していきます。
今年は、支部総会及び懇親会を私の出身でもあります、宇佐市に於いて開催しました。
支部会員様のご協力のもと、本部・近隣支部のご来賓の皆様を迎えて大変有意義な支部総会となり
ました。
出席していただいたご来賓及び支部会員の方々ありがとうございました。
また、新規会員の方との面談も出来、活動に向けてのいいスタートになったのではと思います。
また、2025年に大分で本部総会を別府市にて開催しますので、５年前のリベンジをいたします。
引き続き、各支部関係者のみなさまにご協力よろしくお願い致します。
これからも大分県支部が充実した活動が出来ますように、支部役員一同頑張ってまいりますので引き続き大分県支部をよろしくお願いいたします。

支部長  石戸 弘之    （E-57）大分県支部

■各支部近況報告■　　

宮崎県支部
　美夜古会会員の皆様におかれましては、多方面に渡りご活躍の事と存じます。

　コロナ禍において宮崎県支部ではようやく令和5年度より支部総会を再開する

事ができ、今年度は8月3日に本部会長及び鹿児島県支部からのご来賓の皆様を

迎えて総勢11名で開催することが出来ました。

　新規会員の方々への案内等行っておりますが、参加いただく事は中々難しい状

況ではあります。

　今後も現会員の親睦を図る事と新規会員の獲得など、支部活動を積極的に進め

て行きたいと思います。

支部長  長谷川 明正    （C-50）

2024年6月22日　宇佐市旅館菊水にて
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筑豊支部
　３年ぶりに来賓を招待しての第１６回筑豊支部総会を大分県別府市で開催しました。美夜
古会本部、北九州支部、大分県支部、宮崎県支部から総会・懇親会に御出席いただきました。湯
のまち別府ということで、参加者には温泉に浸かり日々の疲れを癒してもらいました。
　総会では、５年度の総括と決算、６年度の活動方針と予算を議題とし、全議案とも満場一致
で可決をいただきました。
　懇親会では、コロナでの自粛が緩和されてきたこともあり、マスクを外してお酒を酌み交わし、
会話を楽しみながら盛大に行いました。
　筑豊支部としては創設以来初の試みで県外での開催の運びとなりました。新規・未加入支部
員へのアピールを目的として行いました。新規・未加入支部員に案内を行いましたが、残念ながら今回は不参加となってしまいました。９月初旬には地元筑豊で、
監事会の後にBBQを行う予定であり、新規加入支部員の参加が決まっています。
　今後も支部員相互の親睦、新規加入支部員の獲得に向け、支部活動を進めていきたいと思います。

支部長  川上 晃司    （A-H14）

島根県支部
　皆さんこんにちは、酷暑ともいえる暑い日が続いていますが、いかがお過ごしでしょうか。島根
県支部の原浩志（Ｓ５４土木入学）です。定年を迎えてから４年目となりましたが、再度任用を
いただいて、現場で汗を掻きかきながら、元気に勤務を続けています。
　さて、島根県支部の活動については、支部総会を出雲市で、6月8日(土)に開催したところです。
本部事務局長の石原さんや、広島支部長の前重さんの参加をいただきながら、久しぶりに会員
の皆さんとの交流が出来ました。
　また、県支部総会の前には、山口県支部と広島支部の総会にもお誘いをいただき、他支部の
活動や大学の近況を聞きながら、情報交換ができましたことは、今後の活動への弾みとなりまし
た。まずは、顔を合わせて話をすることから始まる。会員同士の親睦と連携には、とても大事なこ
とと再度認識しました。
　今後も、『島根県の同窓会』を継続し、親交を深めていきながら、地域のこと、仕事のこ
と等を話しあえる会にしていきたいと思います。県内にお住いの同窓の皆さん、ご参加よろしくお願いします。
　昨年から、県支部代表として本部の評議員会に参加をする機会を得ました。母校での開催でしたから、小波瀬キャンパスに行きました。グランドでは、サッカー
の練習試合をしていました。学生が活動する姿を見ながら、大学時代のキャンパスを思い出し、懐かしい記憶と若者の元気をもらってありがたかったです。
　最後になりましたが、来年は、大分県で本部総会開催が予定されています。同窓生の顔を見に、総会に参加しませんか。きっと、懐かしい仲間と現役学生の皆さ
んからのパワ―をもらえると思います。島根県内の高速道路が着 と々繋がっています。この道路を使って、島根県支部からも複数参加していきたいと考えています
ので、皆さん参加しましょう。

支部長  原　浩志 （C-54）

首都圏支部
　記録的な猛暑が続き、ゲリラ豪雨・台風などの自然災害も日々起きている中ではございま
すが、美夜古会会員の皆様におかれましてはいかがお過ごしでしょうか？
　首都圏支部は６月１５日に新宿の居酒屋　酒槽にて支部総会を開催しました。
　本部より江本会長にご参加を頂き、支部運営の現状や昔話に花を咲かせて楽しい時間を
過ごすことが出来ました。
　コロナ禍以降、やっと通常通りの年間スケジュールに沿って支部運営を行っていける様に
なって参りましたので、首都圏にお住いの会員の皆様におかれましてはBBQ大会のイベント
などにご参加頂けますと幸いです。（本年度は、10月13日に葛西臨海公園BBQ広場にて開
催予定です。）

支部長  田口 健太    （E-H15）

長崎県支部
　美夜古会会員の皆様、いかがお過ごしでしょうか？
　長崎県支部では、今年度支部総会を2024（令和6年）4月21日
に、本部の石原事務局長をお迎えして島原市にて開催することが
出来ました。
　コロナ禍の中、他支部同様活動が制限されるなか、会員の皆様
と交流が出来ました。
　出席していただいた、会長及び支部会員の皆様ありがとうござ
いました。
　今後は支部会員の皆様と案をだしつつ、様々な活動を行ってい
きたいと思います。
　これからも長崎県支部をよろしくお願いいたします。

支部長  新谷 一男   （C-46）

①石原本部事務局長
②新谷支部長
③平野利和副支部長
④福田秀人

①①

⑦⑦

④④

⑧⑧

②②

⑥⑥

③③

⑤⑤

⑤荒木裕之事務局長
⑥野田直也
⑦平山靖弘
⑧入江洋一

功労賞
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今井 淳一 （A-H2）

　同窓生の皆様におかれまして
は、益々お元気でご活躍のことと
存じます。この度は息子が母校へ
入学し、このように会報に文書を
寄せるという機会をいただいた次
第でございます。
　早いもので卒業してから30年
が経ちました。一級建築士の資格
を取り、現在は地元高知で工務店
を営み、地震に強い家づくりをし
ております。私が在学していた時
分は、小波瀬キャンパスで学んで
おり、大学近くのアパートで下宿
し、コンビニエンスストアでアルバイトをしておりました。親元を離れ、一人
暮らしの大変さや自由さを感じたものでした。息子は小倉キャンパスで場
所こそ違えど、私と同じ建築学科で学んでおります。私と同じ建築の道へ
進み、日々研鑽している姿は頼もしく、親としてうれしく思っております。口
数が少なく愛想のない息子ではありますが、誠実に向き合ってご指導くだ
さる先生方や息子を受け入れてくれる友人たちに囲まれ、充実した学生生
活を送っていること、感謝しております。これからの人生の中で学生時代を
振り返ったときに、新しい学びやかけがえのない出会いが詰まった宝物の
ような時間になることを願っております。
　最後になりましたが、皆様のますますのご健勝を心より祈念申し上げます。

今井 颯一朗（A-R4）

　私は小さい頃から工務店で家
づくりをしている父の姿を見て
育ち、ものづくりの道に進みた
いと思うようになりました。両
親の勧めもあり父の母校へ進学
することに決めました。
　親戚も友達もいない土地での
初めての一人暮らしは不安で
いっぱいでした。慣れないこと
ばかりで、改めて親のありがた
みを感じました。コロナに罹患
したときは一人で心細い思いを
しましたが、実家から食料など
がたくさん届き有難かったです。学校生活にもなれ、友達もでき、アル
バイトも学業に支障のない程度に励んでいます。
　今は、ゼミで先生の指導のもと「水に浮くコンクリート」の実験に取
り組んでいます。ものづくりについて一から学びを深めていくことは、
知識や経験を身につけることと共に、人間性の土台を作ることにも通じ
るところがあると思いました。残りの大学生活でもしっかり基礎を固
め、一歩一歩上に成長していく所存です。
　おわりに、大学生活を支えてくださる先生方や同窓会の方々、家族、
気が置けない仲間たちに感謝し、これからも精進してまいります。

評議員名簿
評議員名 入学科・年 支部名

前 重 　 昌 敬 C - 52 広 　 島
出 口 　 謙 一 C - 57 京 　 築
知 念 　 権 作 A - 56 沖 縄 県
大 迫 　 幸 夫 A - 47 北 九 州
大 西 　 正 範 A - 51 高 知 県
牧 野 　 正 行 E - 52 大 　 阪
竹 中 　 伸 幸 A - 63 福 　 岡
藤 田 　 隆 則 A - H1 山 口 県
石 戸 　 弘 之 E - 57 大 分 県
長 谷 川 明 正 C - 50 宮 崎 県
下 園 　 政 喜 A - 47 鹿 児 島
大 道 　 忠 幸 E - 46 愛 　 媛
川 上 　 晃 司 A - H14 筑 　 豊
原 　 　 浩 志 C - 54 島 根 県
田 口 　 健 太 E - H15 首 都 圏
新 谷 　 一 男 C - 46 長 崎 県

令和6〜7年度の幹事会役員
役職名 氏　名 入学科・年 所属支部
会　長 江 本 　 明 生 C - 47 北 九 州

副会長

後 藤 　 哲 治 C - 49 筑 　 豊
高 司 　 俊 彦 A - 49 大 分 県
山 下 　 鉄 平 C - H7 京 　 築
大 下 　 数 雄 E - H9 山 口 県

事務局長 石 原 　 文 知 A - 53 京 　 築

幹　事

米 丸 　 　 修 C - 48 筑 　 豊
古 庄 　 弘 一 A - 48 北 九 州
小 田 　 　 徹 E - 55 京 　 築
後 藤 　 正 孝 C - 57 福 　 岡
川 上 　 潤 一 M - 61 京 　 築
芳 賀 　 純 一 E - 61 北 九 州
井 上 　 雅 文 E - 63 大 分 県
衛 藤 　 章 二 A - H6 北 九 州
緒 方 　 裕 二 C - H8 京 　 築
松 本 　 英 樹 C - H10 筑 　 豊
野 田 　 翔 兵 C - H17 北 九 州
味 志 　 秀 紀 E - H18 筑 　 豊
富 永 　 成 昭 C - H19 京 　 築
出 口 　 皓 大 C - H27 京 　 築

監　事
世 取 　 秀 人 C - 48 筑 　 豊
梶 原 　 照 治 C - 52 福 　 岡
大 城 　 　 稔 A - 55 京 　 築

顧　問
中 山 　 広 美 M - 45 京 　 築
進 　 　 　 司 E - 45 北 九 州
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令和 6 年 3 月に西日本工業大学総合システム工学科土木工学系を卒業し、同年 4 月に国土

交通省九州地方整備局に入省しました。現在は、唐津港湾事務所で、唐津港・伊万里港を地域

の特性を生かしたよりよい港にするために、港の調査や設計、また、一般の人向けに SNS を

利用した PR 活動や、港に関する各種イベントにも参加しています。

大学の 4 年間で学んだことは、講義や研究で得た専門的な知識だけでなく、シビルエンジ

ニアリングクラブのサークル活動で得たコミュニケーション能力が、私が日々仕事を行う中で

役に立っていると実感しています。

現在、私は社会人 1 年目で分からないことが数多くあり、同僚や上司の方に色々なことを

学びながら業務を行っています。今後も、学んでいくことが多くあると思いますが、大学で学

んだことを基に、様々な業務に挑戦し、日々の仕事に取り組みたいと思います。

国土交通省　九州地方整備局　唐津港湾事務所　田鍋 輝（SC-R2）

港の仕事に挑戦しています！

苅田町役場　大賀 幸希（A-H27）

知識・経験・つながり

　令和二年度デザイン学部情報デザイン学科卒業生の藤本と申します。

　在学中は情報デザイン学科で学び、積極的に学外のコンテストに参加して「デザインを仕

事に生きる」ためにスキルを磨きました。現在は発電所向けの大型バルブを製造する会社

で、広報とデザイン制作を担当しています。会社が変革期を迎えており、広報もデザインも

忙しい毎日です。実は在学中に、下関市のメインキャラクター「せきまる」をデザインしま

した。今でも「ていたん」と並んで入試関連資料などに使われていると聞き、懐かしく思い

ます。デザインを仕事にするという目標を達成しつつありますが、さらなる成長を目指して

次のステップに挑戦中です。 

さらなる成長を目指して！

近 況 報 告 	 各方面で活躍中の同窓生を紹介します。

　私は平成31年3月にデザイン学部建築学科を卒業し、同年4月に苅田町役場に入庁しまし
た。建築の技術職員として、学校や公民館といった公共施設の改修工事に携わっています。
　業務では設計から監理まで行うため、さまざまな知識と経験が必要になります。また、現
場ごとに状況が大きく異なるという改修工事特有の難しさもあり、常に新しいことに触れる
日々を送っています。
　ほかにも、災害対応や選挙事務など、公務員ならではの仕事をすることもあります。今年
は、能登半島地震の被災地に派遣され、2週間現地で住家の被害認定調査にあたりました。建
物の構造から状況をイメージすることや、図面を見る力など、普段の業務で身に付いた知識
と経験が役に立ちました。
　卒業して5年以上経った現在でも、大学の先生や職員の方々から声をかけていただいたり、
職場の同校出身の先輩方にご指導いただいたりと、多方面でお世話になっています。友人と
の付き合いも続いており、公私共に人とのつながりに支えられています。
　今いる環境に感謝し、一日一日誠実に過ごしていきたいです。

岡野バルブ製造（株）　藤本 隆志  （D-H29）
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NewsLetter
新鮮な発見、新しい出会い、人の数だけドラマがある。

Fusion 学生デザインコンテスト 2024-25（4 月）で最優秀賞を受賞
　デザイン学部 建築学科 4 年生の眞當 未桜さん（早鞆高等学校出身）が、「Autodesk Fusion 学生デザインコンテスト 2024-25」（4 月のテー

マ：「理想の机」）において、最優秀賞を受賞

しました。眞當さんはデザイン学部のモノづ

くり活動サークル「Creators Labo」に所属し

ており、今年度も「Creators Labo」から最優

秀賞受賞者が輩出されました。

土木工学系キャリアプラン I 講義で DX 体験
　土木工学系2年生の「キャリアプランI」の5月8日（水）の講義

では、国土交通省九州地方整備局に協力いただいてDX（デジタル

トランスフォーメーション）体験を行いました。土木の分野にも

DXは広がっており、土木業界のDXについてご説明いただいた後、

3DスキャンとVRゴーグルを体験しました。

　3Dスキャンは、LiDARを搭載した端末（iPhoneやiPadなど）

があればアプリをダウンロードして誰でも使うことができます。

災害現場で活用することで、被害状況を正確に把握できます。VR

ゴーグルは、仮想空間で実現場の完成形を確認したり、現場の安

全管理・安全教育を行ったりすることができます。

ロボカップジャパンオープン Technical Challenge で優勝
　4 月 27 日（土）から 4 月 29 日（月）

にかけて滋賀ダイハツアリーナ（滋賀

県大津市）で開催日された「RoboCup 

JapanOpen2024」 に、Hibikino-

Musashi チーム（Hibikino-Musashi: 九

州工業大学，西日本工業大学，北九州

高専との連合チーム）の一員として本

学学生も参戦しました。競技結果は第

2 位でしたが、Technical Challenge で

優勝をおさめました。次は世界大会に向けて更なる改良と研究を進めていきます。
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土木工学系キャリアプランI
講義でDX体験
土木工学系キャリアプランI
講義でDX体験

建築学科 長准教授が委員長就任
苅田町新庁舎建設基本構想を答申
建築学科 長准教授が委員長就任
苅田町新庁舎建設基本構想を答申

　苅田町の本庁舎は、築52年が経過。災害に強く、利用するすべての人にや
さしく、環境と共生しながらデジタル・トランスフォーメーションに対応し

　土木工学系2年生の「キャリアプランI」の5月8日（水）の講義では、国土交
通省九州地方整備局に協力いただいてDX（デジタルトランスフォーメーショ
ン）体験を行いました。土木の分野にもDXは広がっており、土木業界のDX
についてご説明いただいた後、3DスキャンとVRゴーグルを体験しました。
3Dスキャンは、LiDARを搭載した端末（iPhoneやiPadなど）があればアプリ
をダウンロードして誰でも使うことが
できます。災害現場で活用することで、
被害状況を正確に把握できます。VRゴ
ーグルは、仮想空間で実現場の完成形
を確認したり、現場の安全管理・安全
教育を行ったりすることができます。

COPYRIGHT(C) 2024 NISHINIPPON INSTITUTE OF TECHNOLOGY, All Rights Reserved. 

NewsLetter
新鮮な発見、新しい出会い、人の数だけドラマがある。

2024　No.03

ロボカップジャパンオープン
Technical Challengeで優勝
ロボカップジャパンオープン
Technical Challengeで優勝

　
　4月27日（土）から4月29日（月）にかけて滋賀ダイハツアリーナ（滋賀県大
津市）で開催日された「RoboCup JapanOpen2024」に、Hibikino-Musashiチー
ム（Hibikino-Musashi:九州工業大学，西日本工業大学，北九州高専との連合チ
ーム）の一員として本学学生も参戦しました。競技結果は第2位でしたが、
Technical Challengeで優勝をおさめました。次は世界大会に向けて更なる改
良と研究を進めていきます。

■ 参加学生 ■　　
河村 虹光さん（機械工学系3年）
小林 　響さん（機械工学系3年）
花岡 優佳さん（機械工学系3年）
河野 恭花さん（電気情報工学系3年）
渡辺 凌空さん（機械工学系2年）

■ 指導教員 ■　　
工学部　武村 教授・富永 講師
■ 九州工業大学 ■　　
石井 和男 教授
野口 和宏さん（博士後期課程2年、本学大学院卒業）

ム（Hibikino-Musashi:九州工業大学，西日本工業大学，北九州高専との連合チ
ーム）の一員として本学学生も参戦しました。競技結果は第2位でしたが、
Technical Challengeで優勝をおさめました。次は世界大会に向けて更なる改
良と研究を進めていきます。
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小林 　響さん（機械工学系3年）
花岡 優佳さん（機械工学系3年）
河野 恭花さん（電気情報工学系3年）
渡辺 凌空さん（機械工学系2年）

■ 指導教員 ■　　
工学部　武村 教授・富永 講師
■ 九州工業大学
石井 和男 教授
野口 和宏さん（博士後期課程2年、本学大学院卒業）
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Fusion 学生デザインコンテスト 
2024-25（4月）で最優秀賞を受賞
Fusion 学生デザインコンテスト 
2024-25（4月）で最優秀賞を受賞

　
　デザイン学部 建築学科4年生の眞當 未桜さん（早鞆高等学校出身）が、
「Autodesk Fusion 学生デザインコンテスト 2024-25」（4月のテーマ：「理想
の机」）において、最優秀賞を受賞しました。眞當さんはデザイン学部のモノ
づくり活動サークル「Creators Labo」に所属しており、今年度も「Creators 
Labo」から最優秀賞受賞者が輩出されました。

■ 作品名 ■　　セレンシア・アクアワークス
「セレンシア」は穏やかさを連想させ、「アクアワークス」は水色の作業空間を表しています。この名前
は、落ち着きと集中力を高める作業環境をイメージして名付けました。明るい環境での作業を重視し、
作業スペースには大きな窓を配置しました。これにより、自然光を最大限に取り入れ、明るく開放的な
雰囲気を制作することができました。また、壁ではなく木と木の間に隙間を設けた、開放的かつ閉じた
空間の両方を味わえるデザインにすることより、リラックスしながらも集中して作業できる快適な環境
になりました。そして、私の好きな水色を小物に取り入れました。

■ 眞當さんのコメント ■　　
自分の好きな色や欲しい家具を作り、とにかく理想の空間を追求しました。「理想の机」を考える際、机
だけでなく、机を置く空間全体から考え始めました。時間をかけたところは、椅子のクッション部分で
す。使用したことのなかったフォームというものを使用し、布の柔らかさを表現しました。家具や小物
などを細部までこだわり、時間をかけて丁寧に制作したこの作品は、私の好きなものをたくさん詰め込
んだものになりました。その作品が最優秀賞を受賞できて、とても嬉しかったです。今後、３D技術を
さらに上達させたいと考えています。また、デザインとしての発想力を向上させ、これらの技術を建築
にも生かして、より良い作品を作りたいと思っています。
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になりました。そして、私の好きな水色を小物に取り入れました。

■ 眞當さんのコメント ■　　
自分の好きな色や欲しい家具を作り、とにかく理想の空間を追求しました。「理想の机」を考える際、机
だけでなく、机を置く空間全体から考え始めました。時間をかけたところは、椅子のクッション部分で
す。使用したことのなかったフォームというものを使用し、布の柔らかさを表現しました。家具や小物
などを細部までこだわり、時間をかけて丁寧に制作したこの作品は、私の好きなものをたくさん詰め込
んだものになりました。その作品が最優秀賞を受賞できて、とても嬉しかったです。今後、３D技術を
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にも生かして、より良い作品を作りたいと思っています。 物故者会員  令和5年4月～令和6年3月	

朝山 修治（48Ｍ） 井上 昭二（53Ｍ） 中澤 元宏（53Ｍ） 絹笠 享夫（55Ｍ）

安部 義人（42Ｅ） 久保 光照（Ｈ5Ｅ） 前田 廣美（49Ｃ） 坂野 佑哉（Ｈ21ＳＭ）

浜場 健志（48Ａ） 細川 信雄（55Ａ） 清永 尚史（Ｈ28Ｃ）

年会費は、支部援助金の活動資金の一部にもなります。
納入状況によっては、今後の支部活動の活性化に支障をきたす結果になります。
納入の程よろしくお願い申し上げます。

年会費納入のお願い

謹んでご冥福をお祈りいたします。

石原
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九州地区大学ソフトボール春季大会
準優勝　２年連続で全国大会出場へ

5 月 18 日（土）・5 月 19 日（日）に鹿児島県南九州市の知覧平
和公園多目的球場で開催された「第 42 回九州地区大学ソフトボー
ル春季大会」（11 大学参加）において、本学ソフトボール部が準優
勝の成績をおさめ、2 年連続で全日本大学選手権大会（9 月 7 日～
富山県で開催）への出場が決定しました。

■ 戦績 ■
１回戦　琉球大学 0- 5 本学
準決勝　熊本学園大学 1 - 2 本学
決　勝　福岡大学 9 - 2 本学

九州大学春季バレーボール
男子1 部リーグ第3 位＆4 賞を受賞
　4月20日（土）～ 5月26日（日）に開催された「令和6年度 九
州大学春季バレーボール男子1部リーグ戦」において、本学バレー
ボール部が第3位の成績をおさめました。また、レシーブ賞、猛打
賞、ベストスコアラー賞、ベストサポート賞の4賞を受賞していま
す。今後は6月開催の「西日本大学バレーボール選手権大会」、9
月から開催される「九州大学秋季バレーボール男子１部リーグ戦」
に向けて強化し、上位成績を目指します。

11/3（日）

57 11/3日4月

11/3㊐～11/4㊊ 開会式・イベント・模擬店
新しい興奮を掴み取れ Enjoy the catch

編　集　後　記
　令和６年度から幹事会役員が新体制となりました。
　今までの良い部分を吸収し、変えることができる部分は変えな
がら、より良い美夜古会へのお力添えができれば幸いです。
　また、令和７年６月の第５０回総会及び懇親会は大分県別
府市で開催されます。コロナの影響で別府市での開催は見送
られてきましたが、来年こそは開催できることを願い、多く
の皆様と別府市でお会いできることを楽しみにしています。
	 （Ｋ．Ｏ）
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九州大学春季バレーボール
男子1部リーグ第3位＆4賞を受賞
九州大学春季バレーボール
男子1部リーグ第3位＆4賞を受賞

　
　4月20日（土）～ 5月26日（日）に開催された「令和6年度 九州大学春季バレ
ーボール男子1部リーグ戦」において、本学バレーボール部が第3位の成績を
おさめました。また、レシーブ賞、猛打賞、ベストスコアラー賞、ベストサポ
ート賞の4賞を受賞しています。今後は6月開催の「西日本大学バレーボール
選手権大会」、9月から開催される「九州大学秋季バレーボール男子１部リー
グ戦」に向けて強化し、上位成績を目指します。

■ レシーブ賞 ■　　
上別縄 怜さん（土木工学系4年）

■ 猛打賞 ■　　
石原 健慎さん（電気情報工学系3年）

■ ベストスコアラー賞 ■　　
石原 健慎さん（電気情報工学系3年）

■ ベストサポート賞 ■　　
西日本工業大学

■ 九州春季リーグ結果 ■　　
1位：長崎国際大学（９勝１敗）
2位：福岡大学（８勝２敗）
3位：西日本工業大学（７勝３敗）

バレーボール部
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九州地区大学ソフトボール春季大会
準優勝　２年連続で全国大会出場へ
九州地区大学ソフトボール春季大会
準優勝　２年連続で全国大会出場へ

　
　5月18日（土）・5月19日（日）に鹿児島県南九州市の知覧平和公園多目的球
場で開催された「第42回九州地区大学ソフトボール春季大会」（11大学参加）
において、本学ソフトボール部が準優勝の成績をおさめ、2年連続で全日本大
学選手権大会（9月7日～富山県で開催）への出場が決定しました。

■ 戦績 ■　　
１回戦　琉球大学 0- 5 本学　　　準決勝　熊本学園大学 1 - 2 本学　　　決　勝　福岡大学 9 - 2 本学

■ 主将　片岡 久也さん（機械工学系4年・高知工業高等学校出身）のコメント ■　　
今回の春季大会では、守備面は練習の成果が出ましたが、攻撃面では課題が多く残る結果となりまし
た。インカレの出場権を得ることができましたので、インカレではベスト4を目指して頑張ります。

■ 副主将　北村 太一さん（電気情報工学系4年・中津東高等学校出身）のコメン ■　　
今大会は準優勝で終わり悔しい結果になりましたが、2年連続でインカレへの出場が決まりました。去
年のインカレは2回戦敗退で終わってしまったので、まずはその記録を乗り越えれるように努力し、今
年のインカレではチーム目標であるベスト4を目指して行けるように頑張りたいと思います。

■ 副主将　緒方 虹太郎さん（機械工学系2年・大村工業高等学校出身）のコメント ■　　
2年連続の全日本インカレ出場権を獲得し、チーム目標でもある「全国ベスト4」を目標に、一戦一戦勝
ちにこだわっていきたいです。そして、結果で恩返しができるように全力を尽くしてプレーしていきま
す。

ソフトボール部

2024 年 8 月 22 日（木）～ 25（日）グリーンアリーナ神戸で第
72 回全日本学生弓道選手権大会が全国 216 大学の参加で開催され
ました。女子団体予選は 3 人編成、各自 4 射の合計 12 射での的中
上位 24 校が決勝トーナメントに進出となります。

本学女子団体は予選の的中 9 中で 2 年連続の決勝トーナメント進
出となりました。

決勝トーナメント
1回戦　本学7中 対 立正大学4中で勝利。
2回戦　本学7中 対 龍谷大学5中で勝利。
3回戦　本学6中 対 日本大学6中　
　　　　同中のため6射の競射となりました。
競射の結果　5中 対 4中で勝利し準決勝進出が決定しました。
３位決定戦で札幌学院大学に敗れ４位となる

 弓道部

■ レシーブ賞 ■
上別縄 怜さん（土木工学系4 年）

■ 猛打賞 ■
石原 健慎さん（電気情報工学系3 年）

■ ベストスコアラー賞 ■
石原 健慎さん（電気情報工学系3 年）

■ ベストサポート賞 ■
西日本工業大学

第 72 回全日本学生弓道選手権大会 女子団体 第４位


